
令和８年度第１回不登校関係者懇談会

「誰一人取り残されない社会を作るために」をテーマに

民間団体・学校関係者・行政関係者がそれぞれの立場で

できることを考えました。すぐにできることもあれば時

間がかかることもありますが、子どもたちに関わるすべ

ての人が「一人ひとりの自己実現を支える社会の実現」

に向けて取り組む必要性が見えてきました。

「学校に行くのが普通」という固定観念をなくし、

一人ひとりが輝ける場を地域全体で考えます。

良い・悪いの判断をせず、ありのままを認め、

子どもの自ら変わる力を信じて見守ります。

学校の「当たり前」を見直し、個別のニーズに

合わせた柔軟な教育の形を目指します。

校内・校外・オンライン

地域を自由に行き来できるように

休息を通じて心のエネルギーを蓄えるための

安心できるセーフティネットが大切です。
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